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北京+25ユース・タスクフォースとは

• 北京+25のレビュー（CSWやGeneration Equality Forum）にユースの参加を促し、
ユースの多様な声を反映させるためにUN Womenによって設立された市民社会代
表のユースのグループ

• 世界30名のユースで構成

• 任期： 2019年8月～2020年9月まで

• UN Womenは「Generation Equality（平等を目指す全ての世代）」キャンペーン
を開始

• UN Womenが事務局を務めるCSWでもユースの参加に力を入れてきた

−CSW60：Youth Forum

−CSW61：Youth Forum

−CSW62：Youth Dialogue

−CSW63：Pre-CSW Youth Forum/ Interactive Dialogue/ 
Youth Mobilization Space





北京+25ユース・タスクフォースのメンバー

1. Intersectionality

•地域：アジア・太平洋、ヨーロッパ・中央アジア、ラテンアメリ
カ・カリブ、アフリカ、アラブ・北アフリカ

•属性：SOGI/ 障害/ AIDSの有無/ 都市・地方/ 少数民族/ 階級と
収入/ 紛争・ポスト紛争下

2.  Diverse genders

•多様なジェンダーアイデンティティ（トランス/シス、ノン・
バイナリー）のユースが参加



北京+25ユース・タスクフォースの働き(Reach-out)

• オンラインでのセミナー＝Webinarを企画・実施

• 第一回目：2019年12月13日（金）日本時間 0時～1時15分

• CSWや北京行動綱領について、UN Women事務局やYTFから説明



北京+25ユース・タスクフォースの働き(Consultation)

•世界中のユースが直面するジェンダーの課題に把握するための
アンケート調査（Global Youth Survey）を実施



北京+25ユース・タスクフォースの働き(Consultation)

• 各regionでユース対象のオンライン
コンサルテーション（Regional 
Online Youth Consultation）を実施

• 例えば…
アジア対象：2020年2月11日（40名参
加）
アジア太平洋地域対象回：2020年2月
20日（19名参加）



Regional Online Youth Consultation（アジア地域より）

【ジェンダー平等に向けた成果】

•インドでは生理用品に12%の税金が課せられてきたが、市民からの
反対の声を受けて免税対象になった。

•反家庭内暴力法が2015年に制定され、2016年から施行されている。
（中国）

•フィリピンでは、教員や看護師を含む政府職員の手取給与を増やす
法律（Salary Standardization Law）が2020年1月より施行された。
また、HIVとAIDS政策法が採択されたことで、証拠に基づくHIV予
防やHIVの感染状態に関する情報入手が容易になった。

• DV被害者のためのホットラインが作られた（バングラデシュ）

• ニューサウスウェールズ州が中絶を非犯罪化した（オーストラリア）



Regional Online Youth Consultation（アジア地域より）

【現在まだ解決されていない課題】

• 労働運動にあまり女性リーダーがいないため、階級の視点はあるものの、
ジェンダーの視点からの問題提起が十分になされていない。

ドゥテルテ政権下で加速する「麻薬戦争」の直接的な被害者は主に男性だが、

葬儀を行いその後の生活を支えていく女性の経済的負担について語られること
はない。（フィリピン）

• 隠しカメラを設置して女性の裸を撮影し、ネット上に挙げる事件が多発してい
るが、インターネット上での性暴力を法的に罰することが難しい。（韓国）

• 性と生殖の健康と権利に関する教育がなされていないことが、メンタルヘルス
の不調に繋がっている。（スリランカ）

• 性暴力や性差別に関する法律は作られているが、その過程で、最も被害を受け
やすい女性や若者、マイノリティへの相談がないため有効な法律になっていな
い。（インド）



Regional Online Youth Consultation（アジア地域より）

【課題解決のための提案】

• ジェンダーの課題に対応するための十分な予算が割り当てられることが必要。
（スリランカ）

• 留保制度を設け、一定のユース・女性政治家の割合を確保すべき。（インド）

• 公教育には限界があると思うので、特にスティグマ化されたトピックに対して
はインフォーマルな場での教育の可能性を探るべき。（日本）

• 政府・市民社会・民間企業間のパートナシップを模索する（フィリピン）



北京+25ユース・タスクフォースの働き（CSW64）

＜Youth Dialogue＞

• 日時：2020年3月9日（月）12:00～16:00

• 目的：The Youth Global Review of the Beijing Platform for Action (BPfA)

➡ユース視点での北京行動綱領レビューを行うこと

• 協議結果はYouth Global Reviewとしてまとめられ、CSW64やGeneration 
Equality Forumといった北京+25のレビュー過程へユースの視点を入れ込む
ために用いられる

• 定員：100名

COVID-19の脅威を受け、国連事務総長とWHOが勧告を出したこと
に従い、2020年3月2日（月）CSW64の規模縮小と期間短縮（3月9
日に1日のみ、開会式と政治宣言の採択のみ実施）、すべてのサイ
ドイベントの中止、本国からの政府代表団・市民代表の参加取り止
めが強く勧告された。そのため、以下のYouth Dialogueと
Interactive Dialogueは実施が叶わなかった。



北京+25ユース・タスクフォースの働き（CSW64）

• ”Youth Global Review”のたたき台の作成
- 材料① Global Youth Survey

- 材料② Regional Review
（eg. アジア太平洋地域 2019年11月27日～29日）

- 材料③ Regional Online Youth Consultation

北京行動綱領には含まれていない新たな課題も取り

上げる。



北京+25ユース・タスクフォースの働き（CSW64）

＜Interactive Dialogue＞

• 日時：2020年3月16日（月）10:00～13:00

• 1995年の北京会議に参加した「北京ベテラン」と、今日の若い世代間での多
世代間対話。

• 協議結果はユース代表と事務局メンバーとの相談の上、議長概要（Chair’s 
summary）としてまとめられる


